
 

定期監査報告書 
 

 

第１ 準拠基準 

 青森市監査基準 

 

第２ 監査の種類 

 定期監査（地方自治法第１９９条第４項） 

 

第３ 監査の対象、日程及び実施場所 

 次表に掲げる日程において、各部局に属する財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理

を対象として監査を実施した。 

 

日    程 
対  象  部  局 

実 施 場 所 
部    等 課    等 

令和５年８月１５日から 

  同年１０月１２日まで 
教 育 委 員 会 事 務 局 

総 務 課 

文化学習活動推進課 

中 央 市 民 セ ン タ ー 

文 化 遺 産 課 

市 民 図 書 館 

学 務 課 

学 校 給 食 課 

指 導 課 

浪 岡 教 育 課 

・監査委員事務局 

・監査委員室 

令和５年９月５日から 

 同年１１月１４日まで 
税 務 部 

納 税 支 援 課 

市 民 税 課 

資 産 税 課 

国 保 医 療 年 金 課 

・監査委員事務局 

・監査対象部局執務室 

・監査委員室 

令和５年１０月２日から 

令同年１１月１５日まで 
交 通 部 

管 理 課 

営 業 所 

・交通部庁舎 

・監査委員室 

令和５年１０月４日から 

令同年１０月３１日まで 
会 計 機 関 

会 計 課 

審 査 課 

・監査委員事務局 

・監査委員室 



 

第４ 監査の着眼点 

１ 現金取扱事務は適正に行われているか 

２ 金券等（切手・バスカード等）の使用及び保管管理は適正に行われているか 

３ 補助金、負担金等において、違法・不当な支出又は不適切な支出はないか 

４ 契約事務（契約方法、契約手続等）は適正に行われているか 

５ 公の施設の指定管理者に係る事務が適正に行われているか 

６ 滞納整理事務は適正に行われているか 

７ 使用料・手数料に係る調定事務・徴収事務が適正に行われているか 

 

第５ 監査の主な実施内容 

 監査委員事務局の職員による予備監査（試査による書類の閲覧・証憑突合・帳簿突合などを行う書

類監査又は実地において実査・立会などを行う実地監査）を実施した後、監査委員が事情聴取及び質

問を行う委員監査を実施した。 

 

第６ 監査の結果 

上記のとおり監査した限りにおいて、次の指摘事項を除き、監査の対象となった事務が法令に適

合し、正確に行われていると認められる。 

指摘事項については、速やかに適切な措置を講じられたい。 

 

【指摘事項】 

１ 領収証書（ＩＤ５９及びＩＤ８８）の受払簿の記録が実状と一致しない。 

   ＜青森市公金取扱いに関する運用指針＞               （税務部 納税支援課） 
 

２ 納期限が正しく設定されていない。 

   ＜青森市財務規則第４０条第２項＞               （税務部 国保医療年金課） 
 

３ 契約書の条文中、誤った条文や存在しない条文を引用している。 

                                      （交通部 管理課） 
 

４ 起案文書の決裁日欄・文書審査欄・公印承認欄の押印漏れなどがある。 

   ＜青森市企業局文書取扱規程、青森市企業局公印規程＞           （交通部 管理課） 

 


